　今月の樹（花）「サクラ」
日本人に昔から最も愛されてきた花は「サクラ」であろうし、「花見」のように単に「花」と言った場合にはサクラを指すことが多い。いっせいに開花し、ほどなく散ってゆく姿は日本人の美意識に極めてマッチしたものであり、文化と日本人の精神風土に深く根付いた花である。

サクラは万葉集や古今和歌集といった歌集にも多く登場するし、鎌倉時代には貴族や武家社会では大規模な花見の宴が催されたことが記録されている。また、江戸時代に入っては上野の花見が庶民の熱狂的行動文化として登場、現在に至っている。
「サクラ」の名の由来は、「サ」は農耕神、サガミ（田神）をさし、「クラ」は座を意味するとされる。即ち「サクラ」は「田の神の降臨する座」とされたのである。先祖神が農耕神として降臨する樹であり、花の下にご馳走を供えお神酒を頂き、豊年を祈願した・・・これが「花見」の起源とされるとも言われる。
さて、単にサクラといった場合には現在では「ソメイヨシノ」を指す。「サクラ前線」とは九州以北では「ソメイヨシノ」の開花の時期が同じとなる線を日本地図上に示したものであり、ほぼ３月下旬太平洋岸南部から順次北方へ列島を上り５月に北海道に達する開花同日線が描かれる。ただし、この桜前線も最近では地球温暖化や都市部のヒートアイランド現象の結果か局部的な異常開花点が現れるようになっている。なお、奄美や沖縄でのサクラ前線は「ヒカンザクラ」を対象としたものであり種が異なる。また、この地方の｢桜前線｣は本州とは異なり、島の北部から南部へ、山上から山麓へと進む。
　この「ソメイヨシノ」は「エドヒガン」と｢オオシマザクラ｣の交配種であることが知られるが、どこで生まれたかについては「済州島」説、伊豆半島での自然交配説、江戸染井村での創造説等があった。最近のDNA解析から江戸染井村の園芸集落で交配され、世に出たと言うのが確定説となった。染井村で作られ、吉野に負けない桜というのが品種名の発祥である。
　「ソメイヨシノ」は、交配種であるために｢自家不和合性｣であり、同種間では結実しない。そこで、もっぱら接木によって増やされて来てい
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る。このため、全てがクローンであると言える。一定地域で一斉開花が見られるのはこの形質をもつ為である。
ソメイヨシノの接木の台木としては、以前は他品種も使われていたようであるが、次第に着床率の良いマザクラ（Prunus　lannesianas）が使われるようになったとのこと。即ち、台木となるマザクラに切れ込みを入れて、「接ぎ木」して栽培されるが、１年経つとマザクラと共に根を張って栄養の吸収が良くなる二重根となる。その後マザクラの根は腐り、そこから腐朽菌が繁殖し中心部から腐ってくる。この病気のためにソメイヨシノの寿命がおよそ６０年といわれる。戦後に植樹されたものが多く、６０年経った今危機に瀕しているという。そのため、たくさんのソメイヨシノがある場所では、数年かけて新しいソメイヨシノに徐々に植え替えたり、ソメイヨシノに見た目はそっくりで心材腐朽しない新品種の「コマツオトメ」や「ジンダイアケボノ」に植え替えたりされているとのこと。
サクラはバラ科サクラ属の落葉高木または低木。特に花の美しい種の総称である。世界には約５０種あり、主として北半球分布している。日本のサクラの原種は９種とされ、これ等を基に江戸時代を中心に多くの交配種が創作され、その数は６００品種にも及ぶとされる。
　サクラは見るもよし、生け花に、サクラ餅、サクラ茶として生活に溶け込み春を彩るが、秋の紅葉もすばらしく、桜紅葉の言葉がある。
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ソメイヨシノ
花は短枝の枝先にかたまってつく。
